
具体的取組みに関する検討のポイント

基本理念

「湧水により育まれた自然と人との共生による持続可能性の継承」

経営・資産運用
・豊富な資産・資源

・民間活力の導入

・マネジメント

・ブランド化

空間創出
・歴代藩主の保養地

・子どもたちの遊び場

・市民ニーズの多様化

・施設の老朽化

運営
・多くの市民による活動

・魅力発信プログラム

・担い手づくり

・持続可能性

湧水により育まれた

自然と人との

共生による

持続可能性の継承

生物多様性
・希少な在来生物

・自然と人との共存共生

・江津湖本来の環境保全

・外来生物の繁殖

歴史・文化
・多くの歴史・文化資源

(庭園、文化人、生活・生業)

・埋もれた資源の顕在化

・将来への伝承

資源の継承と発信
・豊富な資産・資源

(自然環境、歴史文化、動植物園)

・次世代への継承

・“場”と“しくみ”づくり

水

・熊本地域の水循環

・江津塘築造→江津湖形成

・豊富な湧水

・かん養域の減少

・流入河川による汚染

(マイクロプラスチック)

・地下水に関する理解不足

自然環境・歴史文化資源の保全

基本方針① 大地が育む豊かな水環境と水循環の保全

基本方針② 生物多様性の保全と自然と人との共存・共生

基本方針③ 歴史・文化の活用と次世代への継承

基本方針④ 江津湖の資産・資源の継承と発信

公園の利活用

基本方針① 江津湖のポテンシャルを活かした空間の創出

基本方針② 適切な公園経営と次世代への資産運用

基本方針③ 持続性のある運営手法と担い手づくり

資料１

STEP1 江津湖の持つポテンシャルは何か？

STEP2 ターゲットを誰にするのか？（観光客、市民、親子連れ、etc.）

STEP3 江津湖の価値や魅力を高める取組みは？（国際観光重点地域(仮称)、民間活力の導入等）

STEP4 プレイヤー（現在、将来）は誰か？

STEP5 継続性を持たせるための工夫は？

基本理念や基本方針を踏まえた実現性のある施策事業（具体的取組み）、ゾーニングを検討する


